
 

 

 

 

★解説 

気 仙 沼 国 道 維 持 出 張 所 

気 仙 沼 市 松 崎 萱 3 3 - 1 0 

T e l ： 0 2 2 6 - 2 3 - 5 8 0 1 

２０２４.０５.３１. No.０２４ 

～道路の排水はどこへ？ ～ 

  

気仙沼国道維持出張所では登米市境～岩手県境の約 64.3km の 45 号を管理しています。 

道路上の落下物等を見つけたら、下記の連絡先までご連絡お願いいたします。 

  気仙沼国道維持出張所 0226-23-5801 または #9910（道路緊急ダイヤル） 

  

普段使っている道路に降った雨の水がどのように排水されているか知っていますか？ 

雨や雪が降ると、路面の水は側溝へ流れ、枡で集水を行い、水路を通って川や海へ流しています。また、下水道で

処理を行ったり、地下へ浸透させたりもします。 

今回は、国道 45号の排水の一例を紹介していきます。 

昨年度整備した最知地区の排水は、海が近いこともあり、雨水や融雪水を直接海へ流しています。経路は下図のと

おりとなっています。 

矢印は水の流れ方 
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 連続雨量 50mm 路面の水が側溝へ流れていく。 水が側溝を通り、水路へ流れていく。 

降雨状況 ① ② ③ 

横断函渠を通って海の方へ 

④ 
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【横断函渠】 

盛土（道路）の下部

を横断する箱形水路

で雨水や下水を流す

ための水路です。 
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防潮堤を横断函渠で通して海へ排水 


